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1 まえがき
ここにまえがきを書く。研究の背景，および目的を記述する。
このテンプレートは，LATEX2ε用である。LATEX2εをインストールしていない場合は，

インストールする必要がある。
LATEX2ε の使い方を体系的に学習するには，ランポート (1999)を読むとよい。奥村

(2017)には，LATEX2εを簡単にインストールできるDVD-ROMが付属しており，便利で
ある（この文は文献引用の例でもある）。手っ取り早く入門編を済ませたい場合は，
https://texwiki.texjp.org/

あるいは，
http://www.tufs.ac.jp/blog/is/g/sodan/texman.pdf

を参照するとよい。
文献引用の例をもう一つ示す (Licklider and Miller, 1951; Jones et al., 1990)。本文中

に引用した文献は，全て末尾の文献リストに正確な書誌情報を記載すること。

2 方法
ここに方法を書く。第三者が実験を再現できるように書くこと。

2.1 小節の例
このように小節に分けて記述できる。たとえば，実験参加者，刺激，手続きをそれぞれ

別の小節に分けて書くことができる。
表の例を表 1に示す。あるいは，「～が得られた（表 1）」のように表を参照することも

できる。

表 1 低域通過フィルターの周波数特性の例。

周波数 (Hz) 利得 (dB)

100 0.0

500 0.0

1000 0.0

5000 -3.0

10000 -12.3
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図 1 低域通過フィルターの周波数特性の例。 減衰傾度 (dB/octave)は b/aで定義され
る。Cutoff frequencyは，遮断周波数のこと。

3 結果
ここに結果を書く。
図の例を図 1に示す（図中の文字は単位等を除いて日本語表記で構わない）。図にはキャ

プションを付ける。

4 考察
ここに考察を書く。
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